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　自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、

必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のことで、いわば、「命の門番」とも位置付け

られる人のことです。

　本市のゲートキーパー養成研修は、 ① 自殺の現状やうつ病の正しい知識を学ぶこと、 ② 悩みを抱

える方のサインや対処法について学ぶこと、 ③ 悩みを抱える方への声かけやコミュニケーションを

円滑にする技法を学ぶ、等の内容で開催しています。（誰でも受講可能。）

　自殺対策を推進するため、庁内の関係部署からなる「知立市こころ応援対策推進部会」並び

に「知立市こころ応援対策推進本部」において、市における総合的な対策を推進します。

　また、市民や地域団体、関係機関からなる「知立市保健対策推進会議」において、関係機関

等との連携を強化し、社会全体での取組を推進します。

知立市ゲートキーパーとは ～誰も自殺に追い込まれることのない知立市を目指して～

こころ応援計画

自殺は、その多くが追い込まれた末の死です。
自殺に追い込まれるという危機は、他人事ではなく「誰にでも起こり得る危機」といえることから、
誰もが「生きることの包括的な支援」として必要な支援を受けられる社会が必要といえます。
本市においては、市民の休養やこころの健康について、
「第２次健康知立ともだち21計画」の中で取組を進めているところですが、
このたび、「知立市こころ応援計画」を策定することで、総合的な自殺対策の取組方針等を示し、
生きることへの支援を通して市民一人ひとりが思いやりを持って互いに支え合い、
自分らしく生きることのできる知立市の実現を目指していきます。

●計画期間 : 2019年度（平成31年度）～2024年度（６年間）

すべての市民が

共に支え合い、

思いやりのこころで暮らす

居心地のよいまちを

目指して

● 基本理念  ●

悩んでいる人への接し方　～メンタルヘルス・ファーストエイドによる支援～

※出典　内閣府『誰でもゲートキーパー手帳  第2版』
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※1　2015年（平成27年）の自殺死亡率は2013年（平成25年）～2015年（平成27年）の平均値としています。
※2　2024年の自殺死亡率は2022～2024年の平均値とします。

● 数値目標

自殺死亡率（人口10万人対） ＜2015年＞ 18.5 ※1 ＜2024年＞ 14.4 ※2

自殺の多くは、様々な生活上の要因が複雑に
絡み合って心理的に追い込まれた結果といわれ
ています。自殺の要因となり得る分野の関係機
関とのネットワークを強化していけるよう、行
政、関係機関、学校、企業、市民等が自殺対策
を共有化し、相互に協働していきます。

１ 自殺対策における
ネットワークの強化

① 生きるための包括的な支援に関連するネットワーク・連携体制の強化

悩み、困っている方に気づき、適切な対応が
できるようゲートキーパー養成研修を行いま
す。また、自殺対策に関わる支援者側の質の
向上、メンタルヘルスケアに努めます。2 自殺対策を支える

人材育成の強化

① 市民のゲートキーパー研修の実施　② 自殺対策の取組に関わる市職員のゲートキーパー
研修等の実施　③ 専門職や相談業務を担う人材の質の向上　④ 支援者側の心のケア

精神疾患やうつ病について講座や教室などを
通じて、正しい知識の普及に努めるとともに、
各種相談窓口をわかりやすく発信することで
社会全体の自殺リスクを低下させます。3 市民への

啓発と周知

① 啓発と周知　② 正しい知識の普及

自殺は、その多くが防ぐことができる社会的
な問題であることを踏まえ、生きることの阻
害要因を減らし、生きることの促進要因を増
やす取組を行い、自殺リスクを低下させます。4 生きることの

促進要因への支援

① 悩みを抱える方への支援　② 生きがい・居場所づくり

全体の自殺死亡率は低下しているにも関わら
ず、若年層の自殺死亡率は高い状況にあります。
児童・生徒に対して困難にあったときの対応、
幼児期からの自己肯定感を育むための教育や
支援等を行うとともに、若者の居場所づくり
や保護者への子育て支援に取り組みます。

5 子ども・若者への
自殺対策

① メンタルヘルス対策の推進　② 妊娠期からの切れ目のない支援

　本市の自殺死亡率は、2011
年（平成23年）の32.1を最高値
として2013年（平成25年）に
21.3まで減少し、その後は概ね
20前後で推移しています。近年
では、全国や愛知県と比較して
やや高い傾向で推移しています。

数値目標及び評価指標

自殺の現状

● 評価指標（一部）

ゲートキーパーという言葉を聞いた
ことがある市民＜18歳以上＞の割合 ＜2018年度＞５％ ＜2024年度＞40％

※住民意識調査より

相談窓口を知っている市民
＜18歳以上＞の割合 ＜2018年度＞53％ ＜2024年度＞65％

５つの 生きる支援施策

出典：地域自殺実態プロファイル【2017】（知立市・県）
　　　／厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」（全国）

（自殺死亡率：人口10万人当たりの自殺
 死亡者数）

自殺は、自分には関係がない「個人の問題」と捉えがちですが、誰もが
当事者となり得る可能性がある「誰にでも起こり得る身近な危機」であるということを認識する必要があります。

自殺は、様々な悩みが原因で心理的に追い詰められ、自殺以外の選択肢が考えられない
危機的な状態にまで「追い込まれた末の死」であるということを認識する必要があります。

自殺の背景や原因となる様々な要因のうち、失業、長時間労働等の社会的要因については、
制度の見直しや相談・支援体制の整備という社会的な取組により、また健康や家庭の問題等の要因も、
専門家への相談やうつ病等の治療などにより、自殺は防ぐことができるということを認識する必要があります。

自殺は、その多くが防ぐことができる社会的な問題である

死にたいと考えている人も、「生きたい」という気持ちとの間で激しく揺れ動く中で、自殺の危険を示すサインを発して
いることが多く、周囲の人がこれらのサインに気づき、自殺予防につなげることが重要です。

自殺は、その多くが追い込まれた末の死である

自殺は誰にでも起こり得る身近な危機である

自殺を考えている人は、何らかのサインを発していることが多い

自殺に関する基本認識
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